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時小学国大半に 「木供学」み`正規の授業として開3,されたの i2001年 のことであ

る こ の水候半2)ヒントは足Ft鉱事手件にあった 足 'と鉱予事件fi百年以上前におiつ

た事件であるのに今なお夕くの研究子がIEれた数多くの研究を住 す 日本の近代|ヒを文

り出し 現代に問題を提起してくれている 水供病事口.ギ)渋Lて それに劣らぬ大事件で

今後百年も二百年も夕面的に,F究され能けられるべきとはつている

私の小l■は区■である し たかって 私 が足PL鉱お事件に関心を持ったの(iあれほど

の激しい環境砿猿の中では民がどのような健康に対して坑レ禅 (公占)を受けたか そして

医学的な研究 よどうしたかという開心であった 調べてみると森林や農業に対する被告

はさまざまな形て記鉢されているにも拘わらす人体影響に関十ち記府が極"て と しい

ことに気付いた

見えない健康被書

最初に足尼を前れ す さましい自然破振を目にした時 1)た しは 「このようrt環晴に

住んでいた民衆の健床状ほはとうなっただろうかJと いう赳いたったj水 俣て ■ ま す

海岸の見類が蓋を開け悪えを放ち蛇死し trぃて魚がふらふらとPjFって子ど1)が
“
チメ

"

を千つかみで捕り よ 鳥か空から落ち ネ ヨが狂いに母工し そ してし卜が1にった 水

候病は魚貝頌をド食することによつて■物逆鎖を介しておこった問,的 中=で あり 主

としてメチル水銀中毒 〔あつた そ れに対して 足 尾鉱幕丁‖Ⅲま大気 水  代 物を介し

てIPこつた直接Ⅲ■であり し かもJ[硫較方ス(,流 )やlt索 方 ドミウムなと革金属な

どの複合|,単であるという抱逮はある。しかし そ れにして卓縦 圧技Tの 長は i驚 く i

ど明ら,で なかった.

日中正せは鉱毒によるテt児死亡と一般の死亡者の増加を記Rし て 「リト命の死者J I拡

毒桜人Jと 呼んだ

荒畑寒けはそ′)名キ 「谷中け厳亡記J(月 冷 10年 )の 中で 「全[坪 者の地 rlし十,■

ば lL国において生る者六にして死する者二なるに 憐 れむべし 壺 気散進のltに至り

ては 生 者
~に

して死者六なり.し かも生者の工すら 垂 をtrみ 荷 を喰い や かて i

とに死すヽきお幸″)人なり Jと きいている

鉱毒による健康紙軍

■初に兆尼を訪れ すさましい日本は接を日にした時 わたしの医師としての職姜首

誰は 「こ“,ようイド環生に'ん でいた民衆び)健康状態はどうなっただるうかJと頁っ先に

与えた 水 俣では ます海岸の貝頼がまを側け悪臭を放ち 次 いで魚がふらふらと海而

に浮き上がり 水 常が全力ヽら落ち ネ コが狂い,こ群死し そ してと卜が狂った。水倶病



は食物運鎖を介しておこった問核的中体であり ,と してンチル水熱中毒であつた そ

れに対し〔 足 rt鉱李事件は大気 水  rl物 を介して起こつた直接中毒であり 虹 硫按

〃ス(上流)や砒弄 衛 カ トミウムなと【全円の夕J〔肛合ィ,llL〔あるという相連はあつ

たが そ れにして1)健康援督の質ほfi席く工どり′,かでなかった す でに紹介されてい

るように すざましい床 FL砿壊の記部 iあれfl tく十られており 現 在でも現地に行け

ばその一部 i見ることができるのに なぜか‖引tの性府故仲の撫告が少ないのは不思誠

な気がする

その時 小 松祐氏(卜本大学文学部)の 「H Tt地 のな代J(Il代企画室)か押宮られて

きた それによると当時としては迎 l14のll「究がWい う0年代にすでにイrわれていたの

を知った 当 時の区学的研究(II庄被体に■卜する)を兄てみよう

入澤差吉 (東京医科大学)は 「所消鉱おノ人体二及ポス膨嬰二成テ(足尾銅"鉱 轟事

件′調査)Jを 「公衆区革 2巻 11丹 」 に lⅢ ,巾 (明治31)年 に発表している

入澤 i当 時としては最高レ八ルの思床枝Ftと碓物核工を行って分厚い報告きを発表 し

ている

たとえば ほ 害民の乳 大 小lH さ らに字補の首尿 ,しなどの綺の分析を行い は tt

以外からは高lE度の鋼が検出されたが 'i‖ 例からR)郷i検出さJrており 喧 床白うに銅

中毒 薦黄中毒に見られなかったと結おつけている そ して 年 生虫打 怖 籍l‐ 軒 原

疾魯が多かつたことを4j告している

lS00(明 治 32)年 に よ■入Eセ lt tⅢ材作技11 後 の'L‖【大学t)=按 千地

の臨床H・字調査を行い 綱中毒ではノ|ぃと科路卜,す 〔 年 生よや米の不作によるキ糞矢

調であるとしている い ずれも不館庶子が多い■ 卜.ty)ている

同年に坪井次郎は当時としては珍しい大lHり4動 物空数を行い “頬などの 「寺動物

において銅の影響を.qぁるが 人など前守動物では掃のこ性はみをめないという報告書

をまとめている。

これらの医学緒文の中にあつて 19020ナ rin 5)4=こ 化表された林毒雄の論文は

注目してよい

林は銅H4毒を狭義の投|に鋪中毒 lF仲 1銅中向 kttの 慢性銅中韓に分題 している

IF単に言えば前=者 は極めてllで 問 題を 「広推の1世性側中韓jに しばつて考第 してい

る点が入岸ら前者たちと異なるのである 極 合汚lRを 「広札ノ1室性銅中荘Jと指摘 した

林は ドイン留学を命じられてしよつたという き わめて政治的なものをな じる 後 にの

橋本部斉 ま600人 を越える大規模|1民のRLHt醐益を行い 主たる病気はキ生上であり

その原因をしばしばr■り退されるJ 水ヽにあるとした。この結論が洪水対策としての谷中

村の時水池計画べ彫口を与えたと考えられている.

水侯病の半世紀 「水俣半J



水快半はたに鉱翔 F件に半んだもの 〔 水 併,「の対Ⅲ前をうえるためのに牛i卜れて ■ない_

あらゆる半Pl分PF 牛 界 政 治 祥 市 All 行 取 芸 術 江 mな ど告人が水‖病下!|オ

述 して)とて何力`)とたる力ヽとい う作業のためにはかれたものでヽち

1 弱 者のための単Pp3である

堺F‐位姫のは■■は']■に しわ午せが来ることがりら力ヽ こなった

最初″,按T十 エコ'[たちであった ヨ 症のタザ‖!子のチ,こによつて水依れ すに児ど'■た

そのL‐ さ らにうJ占である胎ツと|[の出【" う`こ児された 歓 十万十能いたい瑞"」いナとを■

もるという川市がルれた 胎 ,ここそ Ll抗力のないすまもう,い人間であった

,然 の叫に向小とと|)に上さている人ひとli村会的う,十力`多い

″ナタ先は1民工少なL‐京として十人からキ)を 受けてきた ″れ らのは統的JこMll式や

文化が外庄によつ〔イヽ性に価境き打ていく過社て公体は起こった さ らに す ヤンンrL

Jすでは 独 千企のケを連う,十 たちが飢″なサバイン`ルを繰りとしている て してその

卜lLの汁民たちユ水』よこ|ケ典された■を資本る以外にJ:きてイI(近 はない

サイー ド!加■人よ,JイのlU 品定に代■ (レブレせント)さ れない1川 ま れとら,t

たり 県 汁された側につくのがそい使命ており 「flツ〕こイして■文を話ろう[」 る吉

体のtrい「てぁるJと いつている 公 ■がおこつて_‐川が起とつたので なヽい I ⅢⅢⅢ

あるところに公1:がおこるのである

2 バ アリアフリーの字間である

lt外のたい 洛 合された学問 (与1珠的)● あり =た 坑界を担える十間である 初 川

のIH本大学■■ヤトの原 Jtt Лの助さ (FIF允)よ まさに十TIを避えた (本,ア フリー)【

あった た 力ヽらこそ1上スを■けること力`そきたの〔ある し かし そ の後 こ のようrI

社会的 政 】1的■十卜をにヤの候いlt納1みにはjし込いてし1つ「=ど にはj町を″tした

■1と「水慣"純 令耐at同J tt H民 =述  「世小大■ 打ば1人
|十‖卜はR少回J「 IL会は

学研究会Jな どのアヽリアフリーのわ志によるH十社診がイrわれたか]Tllされること lヽr"

った 行 取にtFに こ れらを府にし “ 成と高われる IIlり十七に位砂 形 晰 (卍,ど)を

加とさせてしまつた そ の‖,呆 は 者の■信をかつた

骸■■α】=禍り`]|しいこと, 多`かつたし い 力」こ先Jrdの技術であれ発想 i現明 iあ‐そ

胎児」:水ほ1内のは■のはれたちの亡心 i「把力`食 たヽ水銀いたない“"卜でこの rに人,十 1

という青典がiEしかつた し かし て の↓証 こ約 71■ 力った 同 位元メを使っ十七jr技

,■こよる■IPF t)このゴ楽から生ま十した

は十たちは 「なぜ 爪 仁Ⅲは昭l S11に はわつ●のですかJ「 なせ同じlrjのす“を資 (たの

に家中lUには占力■|ていないのです力J 町 高拠基はを 水ヽ剣に政い″'力J 「 rtぜ 同 しモ)

のを食本たし 同 じ症状力`ある0】こ お 父さんが1際 病で私が水保析です力Jと いうJ打

の向うどまざまな質F月に守Pl家iさえりれなくて なヽらない 専 門家のll断を■く十ため

にも,代迎しをFrくする状沖 な`くてはならない



l llLttl‐れの花■ iイ 政不‖R千在‖1よというわがに1初の批iど■r7j行動があった ftll

を文柾する水候れ研先会で i守円十1とヽT"が おういに問わ】tt h時 こ‖円夕という向

“ど独け「か,jiれ そ のことに■つてお1い の仕↑刊を出にした r而  十 【峰| ち A家  ‖

イ ラ 十~十 リスト 数 何F 方柳キなどり介作か 「水‖れに文十る企業ザ〔に と いうll■

‖を口Ⅲ■し十 そ の印補的な怯になつ■のは4カJ!十イのイP卜て,,った て してそれを法[

で■切あるもの iし■"■ 】|い介千ヒJ=■ちであっ,i

3 現 場を大切にする■間である

||い配1】!の粧念を打ちはらな すれ iな らなわっγ二 人 ■力■【吹 した↑く打しいl rrのに

1で あること',卜使ち`■十もとイト̀ 千政も次抑してい■ k内 なことにチンツi11｀ 「コF

しい11L‐■″ら+2で まlrかったので4 Ⅲr抗力J[L破 しγ 「前例力`な iれば過央かな

, ?ヽJ と, うヽは抗的|ド■コi品を打「しい日外11+の■1吐ちらJせえrl L 打iしく Lヽ堤Ⅲるとメ

カiられt

"j枚論に力いててJ 新 しい■はの発1で あっ■からなちにする敦F ⅢHiな いはⅢ てあ

った 枚 f十■|1枚!ヤ Hサ の中にし力ヽl■かつたのたが 陥 成イたち 1現llrから十1=うと

せⅢ rt iの Ⅲも“品で の 市のⅢ■を明け特てる役■1を穴十し,

世■綸において身体 柿 判的被‖にljえて■lj↑出 地 域↑体の社|と |て の他‖が

必要であれた 行 政とょた i放1141どの論午のサどにおいて紋■キ1川か右利【12るの irrt

明には処し よ はにJI L t lr■を要求し=か らで')れた そ の■■ 新 しいrl■をk■

ど千こ人れイ政によどイドル世を,えた す Ⅲわち 核 |イ 十らのど忙Hllとに1'する庄RH

i い には的相‖町でliなくに宇の償加的な‖‖いでわり わ か日でH,民か取りmiれ て

いる語忙ⅢルというイT政のl tlL■ヽのltはとを‖′ヽ″)″■てよサぅに

かって は イをイ労Ⅲした力Ⅲ■社文の労4F ttt合が的 rのヤ場にヤつたのiわ かIJ rll″)イT

口であっ十 水 恨打ヽ十i抑t乱もHら をt生 ■(ャていっ十

このよう11午‖に対しては粕成をi坐ろうとするll抗勢力と′)は匂い"i必要で′)る そ れ

iⅢ+にイT政どの1前↓Hとrrる 口 i云 山全ヤ「宇中川家会前に■られるi会 京ス女配とイ5

政とのな‖があり ll占 山なういは■‖が作■する ■ ‖を‖民の手に取り戻十1沸いうヽ

必"て ある コ イメ iじ′,車■に同じ杯地をみることかできる

4 グ ローバルな学問

山舛作lLの水銀r,共地区ですんだことは国内での‖垣力↓Lrl的‖〕旭 て,,ぅ十こと〔●る

的
~よ

水候1,訴たヽ以J(「可打水供すかJということ打は廷で■われてさた'【そ″)Ⅲ虹 i

衣 i今から始よろうとする“Jにお する水lP十ろ央地にのおけるよ劇r.ぃ1垣て,)oた  同 11こ

「1土iJミニマr をヽ水恨ちは,「力Jと いうに辺 轍 上汚染)の ヤ神をりら力■とするというわ

力`Jの‖胆ヤ()うoた

諺出Fと■tついて(J 女金抵1とのは幽にしても ま た メ チル水THの微 r々な情児 のヽ|タ

神 庶 叱ホルモン件llなどutな 極残をiJつわかIJはこれらのはj題のnキリに■をしてきた



そのことこわがJ,こ わらの■1究かすRも[′1て し■‐に J[■ 「十い,t,J! 4Hヽ卜舛lbi卜“柿

こなっていることからして わ " I`J■11と,は でどた =す で,,れた そ イtl卜‖r外●1亡に■

ⅢⅢ椰 (放均i沖)カ イミini l,共 にういて tJ F"単なitか いえる

5 負 の遣産を活かす字FbSである

す ●に1■●かなように1■ 向に,tち ろん 夕 (の 分叫rヤやなさll t‖也のをい  水

bth r次 し〔+1)っ て,な いJ とt うこと =古ち iた  ●Ⅲl ftイエを,tの分|十二水 1

れか ,え ■|し神の大きさせ,り●力Hとなった ■ し● 「11の世,イ|た して″,欺11を′11

たいにをくの分PFり人″い市性 がビ】thち 二十↓り,jぃてれる

水■■い 0い ヒン トi姓に拡ⅢⅢ件で古ち Ⅲ 年以 1祥つているい ●今Ⅲl.夕(い

人■■)と足】サⅢ出をけ先している そ し t今ホお作し↓Ⅲ叫 打トルっている そ Ⅲlキ

引!  小 り士代にⅢl女中‖き'1てきている iに  Ⅲl,t古"にゥⅢltを3と ホ リ'7'一

の出H介 ‖■形にをとぅている と らに Ⅲ ⅢⅢ上 iⅢl‖収Ⅲコ 1に谷Ⅲll●↓〔[`

り 「世十「ltを欺市し十l i高してド‖かピ■うJと い ,4労 らヽ 「世■ltに
十
■1ぅ は

こうJと いうな勢にけ にしてそれを 「行叫キ ど ,Fんた,い う そ の‖川をイ助 i lrt

代にホ咋に‖t十】い小末■い

水位'「1 lL方い■のルな||【オ|‖ 〔なく な たちの■わりにいる■‖て',る t

れを地つ するψ)● 「水■■  〔 f)ある

い い のちを大切にする字間

水はhて t私たち工「‖キリと|よ ■|コ')は十のイナ、を出 十てい党の大ⅢさをiJF才tど■

さちに 水 は',社‖ 〔 Iこの十たちが 「1何 に1イt‖ ■ないわコ 「如IH「以 ち “,1 を

]、制十てき' そ れ,tⅢ111のJ市 ●()1,ったと それ |■さ1,もFr( つ の1■ て )ヽあろ

し打 し そ イti=″ )に,イドFI■をキ】つこと,nt lる こ■に'tらた力つた, そヽi うヽ|(‖J｀

ある 「環14に‖とし■いとこのよ ,た十どヽⅢl llミす■ !t う it■ ,1‖″,,)ること

兄Ⅲ,い ||■を 「UJと 決ヤナfJすィ|チ亡十ることにイ(つていホわったわ 水 1れ て■火っ■

ものヽ人ま,っ た,  `な さ|した十】りの共しさ ↑,さ■まれ ■しイドかっに'十

1965午 におこっ■打「|」水イ1‖Jモ I‖|】りとI Ⅲlれ たい Jう に打!IJ!it i“「い HⅢl lと,刊

を持 tt t,た を い‖舛 打「II●■情 rtl水 b!打ち‖ ‖」公サtに,| た ■いうこ■ ●■つてい

る こ れが歓吊‖を市hし たということにアドるのカ
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